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『
ク
イ
ズ
で
わ
か
る
近
代
建
築
１
０
０
の
知
識
』
を
手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
書
は
日
本
な
ら
び

に
海
外
の
近
代
に
お
け
る
建
築
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
楽
し
み
な
が
ら
、
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
つ
く
ら
れ
た
本
で

す
。
西
洋
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ジ
ア
や
イ
ス
ラ
ム
圏
、
あ
る
い
は
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
土
木
や
保
存
に
関
す
る
テ
ー

マ
も
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
近
代
建
築
と
言
え
ば
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
建
築
家
が
小
難
し
い
理
屈
を
こ
ね
く
り
ま
わ
し
て
い
る
と
い

う
印
象
を
持
た
れ
て
い
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
本
書
は
平
明
な
解
説
を
心
が
け
、
２
頁
と
い
う
小
さ
な
単
位

で
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ピ
ッ
ク
を
分
節
し
て
い
る
の
で
、
気
軽
に
ど
こ
か
ら
で
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
頁

を
め
く
る
と
、
問
い
に
対
す
る
答
え
が
す
ぐ
に
わ
か
り
、
そ
の
下
に
説
明
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｑ
＆
Ａ
に
は
、
関

連
し
て
ミ
ニ
ク
イ
ズ
も
付
さ
れ
、
建
築
の
ウ
ン
チ
ク
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
本
書
は
、
大
き
く
も
な
く
、
部
厚
く
も
な

く
、
む
し
ろ
か
わ
い
ら
し
い
、
手
に
と
れ
る
サ
イ
ズ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
じ
っ
く
り
座
っ
て
熟
読
す
る
以
外
に
も

持
ち
歩
き
、
移
動
の
途
中
で
読
ん
だ
り
、
寝
転
ん
で
読
む
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
す
で
に
先
行
し
て
２
０
０
８
年
末
に
日
本
建
築
、
２
０
０
９
年
に
西
洋
建
築
の
ク
イ
ズ
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

企
画
を
手
が
け
た
彰
国
社
の
編
集
者
、
中
神
和
彦
氏
が
、
近
代
建
築
編
も
つ
く
る
べ
く
、
新
し
く
「
建
築
史
楽
会
」
の
メ
ン
バ
ー

が
集
め
ら
れ
、今
回
の
本
が
誕
生
し
ま
し
た
。
彼
こ
そ
が
建
築
ク
イ
ズ
本
の
三
部
作
を
世
に
送
り
出
し
た
最
大
の
功
労
者
で
す
。
と

こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
ク
イ
ズ
の
問
題
を
考
え
る
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
、
お
も
し
ろ
い
作
業

で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
ひ
た
す
ら
し
ゃ
べ
り
続
け
る
講
義
や
長
文
の
論
考
で
は
な
く
、
小
論
文
と
い
う
問
題
の
形
式
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
す
で
に
体
系
的
に
頭
に
入
っ
て
い
る
建
築
史
の
知
識
を
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
ク
イ
ズ
と

い
う
短
文
の
形
式
に
落
と
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
れ
自
体
が
頭
の
体
操
で
す
。
制
作
の
途
中
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て

建
物
が
大
破
し
、
東
北
大
の
メ
ン
バ
ー
は
研
究
室
や
教
室
を
失
い
、
書
籍
が
自
由
に
使
え
な
い
と
い
っ
た
状
態
に
陥
る
な
ど
の
ア
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ク
シ
デ
ン
ト
も
起
き
、
当
初
の
予
定
よ
り
も
遅
れ
ま
し
た
が
、
無
事
、
な
ん
と
か
刊
行
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
１
９
８
０
年
代
ご
ろ
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
言
わ
れ
る
時
代
は
過
去
の
建
築
を
引
用
す
る
デ
ザ
イ
ン
が
流
行
し
、
建
築
家
も
歴
史

に
つ
い
て
し
ば
し
ば
語
っ
た
こ
と
か
ら
、
建
築
史
へ
の
関
心
は
高
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
が
終

わ
り
、
２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
、
今
こ
の
瞬
間
と
い
う
現
在
へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
く
な
り
、
歴
史
や
理
論
へ
の
興
味
が
急
速
に

失
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
建
築
は
日
々
進
化
を
続
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
は
違
い
、
新
し
い
も
の
ほ
ど
、
常
に
よ
い
と
い
う
工

学
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
た
だ
の
更
新
さ
れ
る
技
術
だ
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
古
代
の
コ
ロ
ッ
セ
ウ
ム

や
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
建
築
な
ど
、
も
う
見
る
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
。
最
新
の
高
層
ビ
ル
で
も
、
１
０
０
年
前
の
す
ぐ
れ
た

モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
か
な
わ
な
い
も
の
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
建
築
の
醍
醐
味
な
の
で
す
。
し
か
し
、
建
築
史
の
語

り
方
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
す
る
余
地
が
あ
り
ま
す
。
ク
イ
ズ
と
い
う
形
式
は
現
代
に
お
け
る
そ
う
し
た
ひ
と
つ
の
試
み
だ
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
ク
イ
ズ
を
読
ん
だ
後
、
可
能
な
も
の
は
、
な
る
べ
く
実
物
を
見
に
出
か
け
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
８
月

「
建
築
史
楽
会
」
幹
事
代
表
　
五
十
嵐
太
郎
（
海
外
編
）　
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編
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・
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久
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基
・
久
保
田
稔
男
　
　

日
本
編
　
米
山
勇
（
幹
事
）・
石
田
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一
郎
・
久
保
田
稔
男
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◆
ス
ペ
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版
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ー
ル
・
ヌ
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ー
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・
何
運
動
？
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◆
フ
ラ
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ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の
建
築
の
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で
な
い
も
の
は
ど
れ
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15

◆
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・
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家
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？
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◆
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・
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？
　
19

◆
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・
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設
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け
る
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に
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て
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仕
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は
？
　
21

◆
未
来
派
運
動
を
先
導
し
た
詩
人
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
が
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し
た
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と
は
？
　
23
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ー
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・
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た
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誰
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◆
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ナ
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ど
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◆
キ
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ビ
ズ
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運
動
が
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た
中
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都
市
は
ど
こ
？
　
29

◆
ロ
シ
ア
構
成
主
義
の
動
き
が
活
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だ
っ
た
時
期
は
い
つ
？
　
31

◆
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
イ
ル
の
特
徴
の
う
ち
、
該
当
し
な
い
も
の
は
？
　
33

◆
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
に
影
響
を
与
え
た
の
は
誰
？
　
35

◆
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
教
員
と
し
て
参
加
し
な
か
っ
た
の
は
誰
？
　
37

◆
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｍ
が
創
設
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
事
件
は
何
？
　
39

◆
ア
ガ
・
カ
ー
ン
建
築
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の
受
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の
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に
含
ま
れ
な
い
も
の
は
？
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◆
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
設
計
者
と
し
て
か
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わ
っ
て
い
な
い
の
は
誰
？
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◆
オ
ッ
ト
ー
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
述
べ
た
「
芸
術
は
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○
に
の
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う
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○
は
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？
　
45

◆
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
は
装
飾
を
付
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る
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の
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？
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◆
ル
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コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
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の
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、
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葉
で
な
い
も
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？
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◆
ミ
ー
ス
・
フ
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・
デ
ル
・
ロ
ー
エ
が
働
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建
築
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51
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◆
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築
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？
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・
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？
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イ
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◆
ポ
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が
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？
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デ
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築
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？
　
65

◆
マ
ル
ロ
ー
法
の
適
用
第
１
号
を
受
け
、
修
復
さ
れ
た
ま
ち
は
？
　
67

◆
カ
ル
ロ
・
ス
カ
ル
パ
が
繰
り
返
し
手
が
け
て
き
た
仕
事
の
う
ち
重
要
な
も
の
は
？
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Ｃ
Ｏ
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Ｏ
Ｍ
Ｏ
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ら
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Ｒ
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？
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ど
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◆
ワ
ー
ル
ド
・
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・
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◆
コ
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ブ
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世
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？
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ザ
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？
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？
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＆
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か
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築
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築
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築
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ど
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・
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イ
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ど
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Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
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Ｍ
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０
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選
に
選
ば
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た
作
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で
日
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が
設
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し
た
建
物
は
ど
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五
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八
は
新
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を
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？
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史
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◆
日
本
古
来
の
様
式
を
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さ
せ
て
、
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に
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の
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築
会
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と
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ピ
ー
ル
の
方
法
と
は
？
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◆
日
本
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
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築
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員
数
は
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の
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い
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お
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縄
文
的
な
る
も
の
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し
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築
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の
中
心
人
物
・
菊
竹
清
訓
が
方
法
論
と
し
て
掲
げ
た
の
は
？
　
141

◆
渡
辺
節
の
モ
ッ
ト
ー
「
安
く
、
良
く
、
○
○
」
の
○
○
は
何
？
　
143

◆
丹
下
健
三
が
機
能
主
義
の
教
義
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
発
し
た
言
葉
は
？
　
145

◆
後
藤
慶
二
の
建
築
観
を
示
す
言
葉
「
○
○
の
拡
充
…
」
の
○
○
は
何
？
　
147

◆
黒
川
紀
章
が
若
尾
文
子
を
口
説
い
た
文
句
は
ど
れ
？
　
149

◆「
99
％
ま
で
呑
ん
で
も
…
最
後
１
％
は
…
」
の
名
言
を
残
し
た
の
は
誰
？
　
151

◆
東
京
帝
室
博
物
館
コ
ン
ペ
当
選
案
と
現
在
の
建
物
で
違
う
箇
所
は
？
　
153

◆
大
東
亜
建
設
記
念
営
造
計
画
コ
ン
ペ
・
丹
下
健
三
案
は
ど
こ
を
敷
地
と
し
て
想
定
し
て
い
た
？
　
155

◆
現
在
の
国
会
議
事
堂
は
コ
ン
ペ
か
ら
完
成
ま
で
何
年
く
ら
い
か
か
っ
た
？
　
157

◆
世
界
平
和
記
念
聖
堂
を
設
計
し
た
の
は
誰
？
　
159

◆
現
在
の
都
庁
舎
が
立
つ
新
宿
副
都
心
の
敷
地
に
は
も
と
も
と
何
が
あ
っ
た
？
　
161

◆
上
野
の
東
照
宮
は
国
宝
？  

重
要
文
化
財
？
　
163

◆
近
代
建
築
の
中
で
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
も
の
は
ど
れ
？
　
165

◆
倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア
は
も
と
も
と
何
の
建
物
だ
っ
た
の
か
？
　
167

◆
国
の
登
録
有
形
文
化
財
が
い
う
通
常
望
見
で
き
る
範
囲
の
何
分
の
１
な
ら
届
け
出
は
不
要
？
　
169

◆
博
物
館
明
治
村
の
誕
生
に
か
か
わ
っ
た
建
築
家
は
？
　
171

061062063064065066067068069070071072073074075076077078079080
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◆
鹿
鳴
館
に
残
さ
れ
た
和
風
の
箇
所
と
は
ど
こ
？
　
173

◆
大
阪
万
博
の
パ
ビ
リ
オ
ン
で
現
地
に
残
っ
て
い
る
の
は
？
　
175

◆
日
比
谷
公
会
堂
の
設
計
コ
ン
ペ
当
選
案
と
実
施
案
の
違
い
は
何
？
　
177

◆
第
一
生
命
館
は
太
平
洋
戦
争
終
結
後
、
何
に
転
用
さ
れ
た
？
　
179

◆
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
は
？
　
181

◆
レ
ン
ガ
を
製
造
し
て
い
た
日
本
煉
瓦
製
造
㈱
は
ど
ん
な
工
夫
を
し
て
い
た
？
　
183

◆
鉄
骨
構
造
を
い
ち
早
く
手
が
け
、
東
京
帝
国
大
学
で
そ
の
講
義
を
行
っ
た
の
は
？
　
185

◆
霞
が
関
ビ
ル
に
最
初
の
超
高
層
の
座
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
建
物
と
は
？
　
187

◆
日
本
で
初
め
て
設
置
さ
れ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
ど
こ
で
採
用
さ
れ
た
？
　
189

◆
藤
井
厚
二
の
実
験
住
宅
で
行
わ
れ
な
か
っ
た
実
験
と
は
？
　
191

◆
釘
を
つ
く
る
工
場
を
設
計
し
た
あ
る
有
名
な
建
築
家
と
は
？
　
193

◆
富
岡
製
糸
場
の
お
手
本
と
な
っ
た
建
物
と
は
？
　
195

◆
生
野
銀
山
に
残
る
神
子
畑
橋
と
羽
渕
橋
に
使
わ
れ
た
材
料
は
？
　
197

◆
東
京
都
荒
川
区
に
残
る
近
代
的
都
市
施
設
は
何
？
　
199

◆
日
本
初
の
洋
式
修
繕
ド
ッ
ク
・
小
菅
修
船
場
は
あ
る
形
状
か
ら
別
名
何
と
呼
ば
れ
た
か
？
　
201

◆
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
の
作
品
で
な
い
の
は
ど
れ
？
　
203

◆
電
柱
を
柱
に
転
用
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
建
築
家
の
自
邸
は
？
　
205

◆
同
潤
会
ア
パ
ー
ト
は
東
京
・
横
浜
の
何
カ
所
に
建
て
ら
れ
た
?
　
207

◆
明
治
宮
殿
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
洋
と
和
は
ど
ん
な
関
係
に
な
っ
て
い
た
か
？
　
209

◆
東
孝
光
の
自
邸
、
塔
の
家
の
建
築
面
積
は
何
坪
？
　
211

081082083084085086087088089090091092093094095096097098099100
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近
代
建
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の
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原
住
宅
）
は
、
ア
メ
リ
カ
的
な
風
土
を
建
築
の
造
形
に
よ
っ

て
表
明
し
た
。
１
９
１
０
年
に
欧
州
で
刊
行
さ
れ
た
ラ
イ
ト

の
作
品
集
が
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
大
き
い
。

　
一
方
、
妻
子
を
残
し
て
施
主
の
夫
人
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅

行
し
た
こ
と
、
気
の
狂
っ
た
使
用
人
が
放
火
し
て
妻
子
を
惨

殺
し
た
事
件
、
訴
訟
や
離
婚
問
題
、
負
債
に
よ
る
留
置
所
へ

の
拘
留
な
ど
、そ
の
生
涯
は
女
性
問
題
を
主
な
原
因
と
し
て
、

数
々
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
満
ち
て
い
る
。
日
本
に
滞
在
し
て

帝
国
ホ
テ
ル
な
ど
を
手
が
け
た
の
も
、
醜
聞
の
ほ
と
ぼ
り
が

さ
め
る
の
に
、
ち
ょ
う
ど
い
い
時
期
だ
っ
た
。

　
ち
な
み
に
帝
国
ホ
テ
ル
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
奇
し
く
も

関
東
大
震
災
（
１
９
２
３
）
と
ぶ
つ
か
っ
て
い
た
が
、
建
物

は
持
ち
こ
た
え
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
不
毛
の
時
代
を
経
て
、

水
上
に
突
き
出
す
片
持
ち
梁
が
印
象
的
な
落
水
荘
（
36
）
に

よ
り
、
ラ
イ
ト
は
完
全
復
帰
を
果
た
し
た
。
建
築
を
身
体
の

器
官
の
よ
う
に
構
想
し
、
空
間
と
形
態
の
連
続
性
を
求
め
た

有
機
的
建
築
は
、
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術
館
で
彫
刻
的
な
ひ

と
続
き
の
螺
旋
空
間
と
し
て
頂
点
に
達
す
る
。         

＋      

　
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
（
１
８
６
７-

１
９
５
９
）

は
、
91
歳
で
他
界
す
る
ま
で
に
４
０
０
以
上
の
実
作
を
残
し

た
多
作
の
建
築
家
で
あ
る
。
彼
は
、
箱
と
し
て
の
建
築
を
解

体
し
、
流
動
的
な
空
間
を
切
り
開
く
な
ど
、
数
々
の
独
自
の

デ
ザ
イ
ン
を
生
み
出
し
た
。
そ
れ
は
幼
少
期
を
中
西
部
の
草

原
地
帯
で
す
ご
し
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
広

漠
と
し
て
連
続
的
な
環
境
に
溶
け
込
む
よ
う
な
水
平
性
と
、

内
部
と
外
部
が
相
互
貫
入
す
る
空
間
を
導
い
た
。
か
く
し
て

初
期
の
郊
外
住
宅
地
に
お
け
る
プ
レ
ー
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
（
草

16

グッゲンハイム美術館

ミニクイズの答え　d

A.002
c
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2001-
20

1961-
80
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アアルトの事務所内部

Q. 003

北欧フィンランドの建築家アルヴァ・アアルトは、1935 
年、家具会社「アルテク」を設立し、ある素材を使った
家具デザインを世界中に広めました。それは何でしょう
か？

a　再生木材
b　プラスチック成型板

c　ガラス
d　成形合板

ミニクイズ

風土や伝統の中に近代的感覚を取り入れた作品を多く残し
たアアルトですが、1952 年のセイナツァロの村役場では、
その 4 年前に訪れ、強い印象を受けたある場所の影響が確
認できます。その地名とは？

a　スイス・レマン湖畔
b　イタリア・サン・ジミニアーノ
c　フランス・ロワール河畔
d　北ドイツ・ヴォルプスヴェーデ

-1880



ル
シ
ン
キ
に
戻
り
活
動
し
た
。「
芸
術
の
求
め
る
至
高
の
目
標

は
、
常
に
人
間
を
中
心
点
に
置
く
自
由
な
形
態
の
創
造
で
あ

る
」、
ま
た
「
建
築
は
生
物
学
上
の
自
然
を
原
形
と
し
て
と

ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
ア
ア
ル
ト
は
、
人
間
と

自
然
を
建
築
哲
学
の
根
幹
に
据
え
た
。
ま
た
35
年
、
マ
イ
レ
・

グ
リ
ク
セ
ン
ら
と
家
具
製
作
会
社
ア
ル
テ
ク
（
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
）

を
設
立
し
、
自
ら
の
デ
ザ
イ
ン
す
る
家
具
を
専
売
し
た
。

　
独
立
初
期
に
は
北
欧
古
典
主
義
の
意
匠
が
見
ら
れ
る
が
、

師
と
仰
ぐ
ア
ス
プ
ル
ン
ド
の
影
響
や
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｍ
第
2
回
会

議
へ
の
参
加
を
通
じ
て
機
能
主
義
へ
移
行
し
た
。
し
か
し
、

１
９
３
０
年
代
の
パ
イ
ミ
オ
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
１
９
３
３
）

以
降
、
国
際
様
式
か
ら
離
れ
、
ヴ
ィ
ラ
・
マ
イ
レ
ア
（
38
）

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
人
間
と
自
然
の
総
体
と
し
て
の
風
土

を
中
心
と
し
た
建
築
に
向
か
っ
た
。

　
セ
イ
ナ
ツ
ァ
ロ
の
村
役
場
（
52
）
で
は
、
盛
り
上
げ
ら
れ

た
中
庭
を
中
心
と
し
て
、
赤
レ
ン
ガ
、
木
材
、
ガ
ラ
ス
に
よ

る
異
な
る
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
と
ス
リ
ッ
ト
を
持
つ
建
築
群
が
、

イ
タ
リ
ア
中
世
都
市
の
ご
と
く
配
置
さ
れ
た
。
　         

＋

　
近
代
建
築
の
巨
匠
と
称
さ
れ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
建
築
家

ア
ル
ヴ
ァ
・
ア
ア
ル
ト
（
１
８
９
８-
１
９
７
６
）
は
、
北

欧
の
厳
し
い
気
候
風
土
と
穏
や
か
な
民
族
性
、
そ
し
て
他
国

に
統
治
さ
れ
た
歴
史
を
背
景
と
し
て
、
常
に
人
間
を
中
心
に

据
え
た
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
機
能
主
義
と
は
路
線
を
異
に
す
る

作
品
を
残
し
た
。

　
１
９
２
１
年
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
工
科
大
学
を
卒
業
し
た
ア
ア

ル
ト
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
独
立
し
た
後
、
第
２
次
世
界
大

戦
中
、
米
国
に
渡
り
Ｍ
Ｉ
Ｔ
教
授
を
務
め
る
が
、
の
ち
に
ヘ

18

セイナツァロの村役場

ミニクイズの答え　b（写真はサン・ジミニアーノ）

A.003
d
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1900

1901-
20

1921-
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1981-
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20

1961-
80
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ブラジリア

Q. 004

ブラジルの建築家オスカー・ニーマイヤーの建築は、青
空を背景としてくっきりと浮かび上がる滑らかな曲線が
印象的ですが、本人はその曲線を何に触発されたものと
語っているでしょうか？

a　ぬいぐるみ
b　女性の身体

c　アルプス山脈
d　植物

ミニクイズ

2012年に105歳を迎えるニーマイヤーは、師であるル
シオ・コスタをはじめ、長い人生の中で多くの建築家と協
働しました。では、国際コンペで協働した近代建築の巨匠
は誰でしょうか？

a　フランク・ロイド・ライト
b　アントニオ・ガウディ
c　ル・コルビュジエ
d　ヴァルター・グロピウス

-1880



106

カフェ・デ・ユニ

ミニクイズの答え　d

A.047
b

ル
ー
プ
は
、
建
築
家
の
Ｊ
・
Ｊ
・
Ｐ
・
ア
ウ
ト
（
１
８
９
０-

１
９
６
３
）
を
は
じ
め
、
広
い
分
野
か
ら
芸
術
家
が
参
加
す

る
と
と
も
に
、
フ
ァ
ン
・
ド
ゥ
ー
ス
ブ
ル
フ
を
編
集
者
と
し

て
機
関
誌
『
デ
・
ス
テ
イ
ル
』
を
発
行
し
た
。

　
新
造
形
主
義
は
、
低
地
オ
ラ
ン
ダ
に
見
ら
れ
る
堤
防
・
運

河
に
よ
る
水
平
線
、
教
会
の
塔
や
雲
間
か
ら
差
し
込
む
光
に

よ
る
垂
直
線
、
穏
や
か
な
気
候
に
よ
る
鮮
や
か
な
色
と
い
っ

た
要
素
を
有
し
、
き
わ
め
て
オ
ラ
ン
ダ
的
と
も
い
え
る
。

　
デ
・
ス
テ
イ
ル
の
代
表
作
と
し
て
、ア
ウ
ト
の
カ
フ
ェ
・
デ
・

ユ
ニ
（
１
９
２
５
）、
ま
た
、
家
具
か
ら
建
築
へ
進
ん
だ
Ｇ
・

Ｔ
・
リ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト
（
１
８
８
８-

１
９
６
４
）
の
青
・

赤
の
椅
子
（
１
９
１
８
）、
お
よ
び
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
邸
（
24
）

が
あ
る
。
デ
・
ス
テ
イ
ル
の
思
想
を
早
く
に
表
現
し
た
リ
ー

ト
フ
ェ
ル
ト
は
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
邸
で
、
陸
屋
根
・
バ
ル
コ

ニ
ー
・
窓
配
置
・
可
動
間
仕
切
壁
に
、
デ
・
ス
テ
イ
ル
の
す

べ
て
の
造
形
言
語
を
用
い
た
。
デ
・
ス
テ
イ
ル
は
１
９
２
５

年
、
モ
ン
ド
リ
ア
ン
が
離
脱
し
、
31
年
、
フ
ァ
ン
・
ド
ゥ
ー

ス
ブ
ル
フ
の
死
と
と
も
に
終
局
を
迎
え
た
。
　
　
　
　
＋

　
１
９
１
７
年
、
デ
・
ス
テ
イ
ル
（D

e Stijl

）、
つ
ま
り
様

式
を
意
味
す
る
名
を
冠
す
る
芸
術
家
グ
ル
ー
プ
が
、
2
人

の
画
家
テ
オ
・
フ
ァ
ン
・
ド
ゥ
ー
ス
ブ
ル
フ
（
１
８
８
３-

１
９
３
１
）
と
ピ
エ
ト
・
モ
ン
ド
リ
ア
ン
（
１
８
７
２-

１
９
４
４
）
を
中
心
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ラ
イ
デ
ン
で
結

成
さ
れ
た
。
水
平
・
垂
直
線
、
白
・
黒
・
グ
レ
ー
に
よ
る
無
彩
色
、

青
・
赤
・
黄
に
よ
る
三
原
色
を
特
徴
と
す
る
造
形
は
、
自
然

の
事
物
の
形
態
を
模
写
す
る
こ
と
か
ら
脱
却
し
た
純
粋
抽
象

芸
術
理
論
、つ
ま
り
新
造
形
主
義
を
共
通
思
想
と
し
た
。
同
グ
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20

1921-
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ル・コルビュジエのシトロエン住宅（左）。右はドミノ式の二戸建住宅

Q. 048

ヴァイセンホフ・ジードルンクに出展されたル・コルビ
ュジエのシトロエン住宅は、ある乗り物をヒントに計画
されました。それは何でしょうか？

a　飛行機
b　寝台車

c　貨物船
d　機関車

ミニクイズ

ヴァイセンホフ・ジードルンクは、どの組織の第２回展覧
会場として建設されたのでしょうか？

a　ノヴェンバー・グルッペ
b　芸術労働評議会
c　ドイツ工作連盟
d　バウハウス

-1880



108

シトロエンのタイプＡ

ミニクイズの答え　c

A.048
b

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
機
械
の
持
つ
無
駄
の
な
い
機
能
性
と

美
学
を
用
い
る
こ
と
で
、
住
宅
も
大
衆
に
向
け
ら
れ
、
量
産

化
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
表
明
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　
ド
イ
ツ
工
作
連
盟
は
、へ
ル
マ
ン
・
ム
テ
ジ
ウ
ス（
１
８
６
１-

１
９
２
７
）、ア
ン
リ
・
ヴ
ァ
ン
・
ド
・
ヴ
ェ
ル
ド
（
１
８
６
３-

１
９
５
７
）
が
中
心
と
な
っ
て
１
９
０
７
年
に
結
成
さ
れ
た
。

建
築
に
限
ら
ず
、
工
芸
、
工
業
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
同
じ
主

義
主
張
を
持
つ
企
業
家
や
芸
術
家
な
ど
が
結
集
し
て
組
織
さ

れ
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
誕
生
と
い
う
観
点
か
ら
も
先
駆
的

な
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
中
で
も
代
表
的
な
も
の
と
し

て
、
１
９
１
４
年
に
ケ
ル
ン
で
開
か
れ
た
展
覧
会
と
、
27
年

に
開
催
し
た
住
宅
展
が
あ
げ
ら
れ
る
。
住
宅
展
は
、
ド
イ
ツ

の
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
近
郊
の
実
験
住
宅
団
地
ヴ
ァ
イ
セ
ン

ホ
フ
・
ジ
ー
ド
ル
ン
ク
を
建
設
す
る
も
の
で
、
住
宅
の
近
代

化
を
テ
ー
マ
に
、
ド
イ
ツ
国
内
外
か
ら
建
築
家
16
人
が
招
集

さ
れ
た
。
ミ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ロ
ー
エ
の
全
体
計
画

に
基
づ
き
、
与
え
ら
れ
た
敷
地
に
、
戸
建
住
宅
と
集
合
住
宅

を
建
設
し
て
近
代
化
が
表
現
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　 

　
近
代
建
築
の
巨
匠
の
一
人
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
が
、
近
代

建
築
の
五
原
則
と
い
う
新
し
い
設
計
理
論
に
基
づ
い
て
つ
く

り
上
げ
て
い
っ
た
一
連
の
シ
ト
ロ
エ
ン
住
宅
や
、
そ
の
後
の

サ
ヴ
ォ
ワ
邸
の
作
品
等
は
、
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
全
盛
期
の
傑
作

で
あ
る
と
同
時
に
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
代
表
す
る
建
築
で
あ
る
。

　
寝
台
車
を
ヒ
ン
ト
に
計
画
さ
れ
た
シ
ト
ロ
エ
ン
住
宅
で
あ

る
が
、
シ
ト
ロ
エ
ン
の
名
は
フ
ラ
ン
ス
の
大
衆
車
の
名
に
由

来
し
て
付
け
ら
れ
た
。
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
有
名
な
言
葉
「
住

宅
は
住
む
た
め
の
機
械
で
あ
る
」
と
い
う
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
に
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CSH #8

Q. 049

チャールズ・イームズとレイ・イームズ夫妻による実験
的な自邸ケース・スタディ・ハウスCSH#8は、○○住
宅の先駆けとされています。それはいったい何でしょう
か？

a　SOHO住宅
b　木造３階建て住宅

c　環境共生住宅
d　プレファブ住宅

ミ ニ ク イ ズ

イームズは竣工 5 年後の自邸を撮影した映像作品を制作し
ています。その作品の特徴は何でしょうか？

a　ワンショットですべて連続している
b　大量の写真を用いたズームイン・ズームアウトの
     手法による
c　レンズの倍率が 10 倍ごとに変化する
d　犬の視点から撮影している
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140ミニクイズの答え　d

A.064
a

下
の
「
広
島
平
和
会
館
」
を
伊
勢
神
宮
と
比
較
し
な
が
ら
最

大
限
に
評
価
す
る
。
こ
う
し
て
、「
丹
下
健
三
＝
伊
勢
＝
伝
統
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
読
者
に
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
同
誌
１
９
５
６
年
７
月
号
に
は
白
井
晟
一

（
１
９
０
５-

83
）
の
「
松
井
田
町
役
場
」
が
掲
載
さ
れ
る
が
、

そ
れ
に
先
立
っ
て
岩
田
知
夫
（
川
添
登
）
が
「
伝
統
と
民
衆

の
発
見
を
め
ざ
し
て
―
―
白
井
晟
一
の
作
品
に
か
く
さ
れ
た

現
代
的
意
義
」
を
論
じ
、「『
伝
統
』
を
現
代
史
的
な
、
あ
る

い
は
世
界
史
的
な
立
場
か
ら
見
な
お
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝

統
を
民
族
の
枠
か
ら
ひ
ろ
げ
、
現
代
の
危
機
に
対
処
し
よ
う

と
」
し
た
闘
士
と
し
て
、
白
井
を
高
く
評
価
。
さ
ら
に
そ
の

次
号
で
は
白
井
自
身
が
「
縄
文
的
な
る
も
の
」
を
発
表
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
白
井
vs
丹
下
」「
縄
文
vs
弥
生
」
と
い
っ

た
構
図
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
一
連
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
論
議
が
、
伝
統
論
争
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、ミ
ニ
ク
イ
ズ
の
答
え
は
ｄ
。ｂ
の
八
田
利
也
は
、

『
現
代
建
築
愚
作
論
』（
１
９
６
１
）
の
著
者
で
、実
は
磯
崎
新
、

伊
藤
て
い
じ
、
川
上
秀
光
の
共
同
ペ
ン
ネ
ー
ム
。
　

　
今
日
一
般
に
「
伝
統
論
争
」
と
称
さ
れ
る
一
連
の
論
議
は
、

『
新
建
築
』１
９
５
５
年
１
月
号
に
端
を
発
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
号
で
は
、
ま
ず
巻
頭
に
「
伊
勢
神
宮
の
内
宮
・
正
殿
及
び

宝
殿
」
が
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
と
セ
ッ
ト
で
丹
下
健
三
の
論
文

「
近
代
建
築
を
い
か
に
理
解
す
る
か
―
―
伝
統
の
創
造
の
た

め
に
」
が
は
じ
ま
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
受
け
る
か
た
ち
で

丹
下
作
品
が
紹
介
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
に
、
編
集
長
の

川
添
登
（
１
９
２
６-

　
）
が
岩
田
知
夫
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

書
い
た
作
家
論
「
丹
下
健
三
の
日
本
的
性
格
」
が
続
き
、
丹 松井田町役場
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菊竹清訓自邸（スカイハウス）

Q. 065

1960年に結成されたグループ「メタボリズム」は建築や
都市を新陳代謝するものととらえ、その言説や作品は、
世界中に影響を与えました。その中心人物の一人、菊竹
清訓が方法論として掲げたのは？

a　け・けん・けんちく
b　す・すが・すがた

ミニクイズ

次の建築家のうち、メタボリズムのメンバーでなかったの
は誰でしょうか？

a　黒川紀章
b　磯崎新
c　槇文彦
d　大高正人

c　か・かた・かたち
d　ち・ちか・ちから
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142ミニクイズの答え　b

A.065
c

積
極
的
に
促
進
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
の
理
論
が
建
築
作
品
に
反
映
さ
れ
た
例

と
し
て
は
、
黒
川
紀
章
の
タ
カ
ラ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
リ
オ
ン

（
１
９
７
０
）、
中
銀
カ
プ
セ
ル
タ
ワ
ー
ビ
ル
（
72
）、
大
高

正
人
の
新
宿
タ
ー
ミ
ナ
ル
再
開
発
計
画
（
60
）、
坂
出
市
人

工
土
地
計
画
（
１
９
６
８-

85
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

も
っ
と
も
早
く
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
の
方
法
論
に
感
応
し
て

い
た
の
は
、菊
竹
清
訓（
１
９
２
８-

２
０
１
１
）で
あ
ろ
う
。

　
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
の
結
成
よ
り
早
く
に
、
自
邸
「
ス
カ
イ
ハ

ウ
ス
」（
１
９
５
８
）
で
「
と
り
か
え
」
の
シ
ス
テ
ム
を
実

践
し
て
い
た
菊
竹
清
訓
は
、京
都
国
際
会
館
コ
ン
ペ
案（
63
）、

ホ
テ
ル
東
光
園
（
64
）、
多
数
の
海
上
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
を
経
て
、１
９
６
９ （
昭
和
44
）
年
に
『
代
謝
建
築
論
』

を
発
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
菊
竹
は
、
物
理
学
者
・
武
谷
三

男
の
三
段
階
論
―
人
間
の
認
識
は
現
象
論
的
段
階
、
実
体
論

的
段
階
、
本
質
論
的
段
階
の
三
段
階
を
経
て
発
展
す
る
―
に

刺
激
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
か
た
ち
」「
か
た
」「
か
」
と

す
る
デ
ザ
イ
ン
論
を
展
開
し
た
。
　
　
　
　

　「
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
」
は
、
１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
５
月
、

東
京
産
経
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
世
界
デ
ザ
イ
ン
会
議
を
契
機

に
結
成
さ
れ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
建
築
評
論
家
の
川
添
登
を
中

心
に
、
建
築
家
の
菊
竹
清
訓
、
黒
川
紀
章
、
大
高
正
人
、
槇

文
彦
、デ
ザ
イ
ナ
ー
の
栄
久
庵
憲
司
、粟
津
潔
と
い
っ
た
面
々

で
、
会
議
の
後
に
浅
田
孝
が
名
誉
会
長
と
し
て
加
わ
っ
た
。

彼
ら
に
共
通
し
た
問
題
意
識
は
、「
こ
れ
か
ら
」
の
あ
る
べ

き
姿
を
具
体
的
に
形
態
や
空
間
、イ
メ
ー
ジ
な
ど
で
提
案
し
、

人
間
社
会
の
環
境
変
化
を
「
新
陳
代
謝
」
と
い
う
か
た
ち
で 中銀カプセルタワービル
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綿業会館

渡辺節（1884-1967）は大正・昭和戦前期に大阪を中心に
活躍した建築家で、彼が設計した綿業会館（1931）は先
ごろ重要文化財に指定されました。彼のモットーは「安
く、良く、○○」ですが、何でしょうか？

ａ　早く
ｂ　強く

ｃ　渋く
ｄ　明るく

ミニクイズ

ａ　武田五一
ｂ　アレクサンダー・ネルソン・ハンセル
ｃ　ジェームズ・ガーディナー
ｄ　ウィリアム・メレル・ヴォーリズ

143

Q. 066

渡辺節と同時期に関西で活躍した建築家で、「寝室と台所が
あれば家はできるが、居間がなければホームはできない」と
述べたのは誰でしょうか？
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